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Pﾉﾉα'@WZgDs勿川川〃''[/Zz/川(Diesing，1850）の

生活史に関する研究

１．わが国における第２中間宿主の探索と終宿主への感染実験

栗本浩

京都府立医科大学医動物学教室（主任：吉田幸雄教授）

(昭和51年２月１６日受領）

Ｅｈα”"gosZomzJ7〃CoMaZzJ"ｚは，ドイツ，スタイマ

ークのwildcatから採集され，Diesing(1850）によっ

て最初肱,"/szo"z"ｍｃｏｒ`αz2`、として記載されたが，

ルーマニアのｗｉｌｄｃａｔからこの種を発見したCiurea

（1922）によって，新属Ｐﾉｶαひ"gosZom""ｚが設定され，

この属に位置付けされた．この吸虫に関する成虫の形態

並びに地理的分布の研究は上記の著者に加えて，Ｂｒan‐

des(1890),Krause(1915)，ＬａＲｕｅ(1926)，Faust(1927,

1930)，Ｃｈｅｎ(1934)，Tanｇ(1935)，Wallace（1939)，

Ｒａo(1943)，BaerandDubois（1951)，Dubey（1970）

らが詳細に報告している．しかし生活史に関する研究は

少なく，Faust(1927)，Wallace(1939)，ｖａｎｄｅｎＢｅｒ‐

ghe(1939)，Walton(1950）らの研究がみられるにすぎ

ない．しかもWallaceはFaustの挙げた第２中間宿主

Ｒｈｏａｅｚ`３３/"e"sｉｓ並びにEJeoZγisPoZα"1”ん///αを疑

問視し,否定的な記載をしている．近年，ＫｉｆｕｎｅｅＺａＪ．

(1967)，Machida(1970)，近藤ら（1974）によりわが国

にもこの吸虫が分布していることが明らかにされた．し

かしながらわが国における中間宿主の究明は未だなされ

ておらず，かつWallaceによるこの吸虫の生活史に関

する報告の追試もなされていないのが現状である．今回

著者はＰ/iαひ"gosZom…ｃｏＭａＺ""ｚのわが国における

第２中間宿主を知るため，Wallaceの報告を参考として

両生類を調査し,その体内に被嚢しているmetacercaria

(Wallaceはdiplostomulumtypelarvaと称してい

る）の寄生率を調べた．またこれらmetacercariaの実

験動物への感染実験をおこなった結果，Ｅ/iα':y"gos‐

r０,'１２`,,zcor`αr…の成虫を回収した．さらに前記ｍｅ‐

tacercaria並びに回収成虫の形態と各部位の計測値を他

の研究者の既報のデータと併記し，ここに第１報として

報告する．

材料と方法

１）Metacercariaの採集

豊中市稲津地区，京都市ミドロ池，岩倉地区の田地，

池畔などに棲息する両生類（体重0.5～6.59のＲａ"α

"ig7o,"αCwmra17，Ｒｂγeu秒Ｃａα５４，Ｒ、γ"gosa61，

Ｈ)ノルα,6oγeαノ⑭o"ｊｃａ１）および爬虫類（αe,","Jﾉｓ

/とＷ,uicα１）を採集し，それらの主として筋肉および筋

間結合織を実体顕微鏡下で直接あるいは必要に応じて二

枚のガラス板で圧平しmetacercaria（以下ｍｃと略す）

を探索した．採取したｍｃの一部は直ちに10％ホルマ

リン液で固定して観察し，各部位の計測をおこなった．

さらに顕微鏡写真は，固定したのみで無染色のままの標

本と，検体をよく水洗してからアセトオルセイン液で染

色した標本について撮影した．なお中間宿主の同定は原

色日本両生爬虫類図鑑（保育社）にしたがった．

２）動物への感染実験

Ｒａ"α属から採取したｍｃは，筋肉並びに筋間結合織

内に被嚢した状態で（すなわち筋肉からｍｃを取りだ

さずに）成猫２頭，仔猫４頭，仔犬３頭に投与数を確認

して経口投与した．ただし，成猫Ｎｏ．２のみはｍｃの

数を確認しないで投与した．これらの実験動物は、c投

与５日前からＡＭＳⅢ法で検便し腸管内寄生虫のいな

いことを確認したものである．ｍｃ投与20日後から，

ＡＭＳⅢ法で虫卵検査をおこないprepatentperiodを

決定した．実験に供した動物はＴａｂｅｌ３に示すそれぞ

れの感染後日数で屠殺し小腸粘膜にしっかりと吸着して

いる虫体を直接摘まみだし感染数を調べた．

３）成虫の形態観察

摘出成虫体は軽く圧平して10％ホルマリン液で固定し

た．これらの標本はその後，一部をデラフィールドのへ

（１１）
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たｍｃは肉眼でも観察しうる．被襄内のｍｃはＦｉｇｓ

２，３，４に示す如き形態をしており，長さ0.364～0.565

ｍｍ,幅0.273～0.410ｍｍ,平均0.463×0.346ｍｍの卵円

形である．体腔内には小さな桿状の穎粒が充満してい

る．この小穎粒は無染色標本でのみ観察される各部位

の名称と計測値はＴａｂｌｅ２にWallaceのデータと比

較しつつ示した．すなわち，ｍｃの前端には口吸盤（縦

横の長さ平均0.047×0.041ｍｍ）があり，口吸盤に連続

して咽頭（同平均0053×0.028ｍｍ）そして直線状の食

道がみられる．腹吸盤（同平均0.035×0.040ｍｍ）は、ｃ

全長のほぼ中央部に位置している．食道は咽頭と腹吸盤

からほぼ等間隔の部位において分岐し腸管へと移行す

る．腸管はｍｃの後端にまでは到達せず盲管に終ってい

る．ｍｃの後部には中央に大きな細長い裂孔様の構造を

もったholdfastorgan（同平均0.115×0.064ｍｍ）が存

在する．以上のほか少数ではあるがＦｉｇ．５に示した

ｍｃにみられるように虫体前方’/３から後方にかけて体

マトキシリン染色標本とし，無染色標本とともに虫体の

観察，各部位の計測，写真撮影に供した．但しaceta‐

bulumはholdfastorganの下に位置しており直接観

察できないので，鋭利なカミソリでholdfastorganを

切除し，観察を容易にしてから測定した．虫卵の計測は

屠殺時の実験動物の大腸内糞便をＡＭＳⅢ法により集

卵して得た標本について行った．

成績

１）中間宿主内におけるmetacercariaについて

Ｔａｂｌｅｌに示すごとく,ｍｃは豊中市稲津地区のＲａ"α

属の蛙にのみ寄生がみられ，その寄生数は蛙１個体あた

り最少１個，最多14個であり，寄生部位は蛙の後肢筋肉

並びに筋間結合織内であった．未だ幼若なｍｃは活発に

結合織内を移動するのが観察された．その後Ｆｉｇ．１に

示すようにｍｃは円形又は卵円形の厚い結合織様の被膜

に取りかこまれ被嚢するものと思われる．これら被嚢し

TablelDistributionandincidenceofmetacercaria（ｍｃ）ｏｆＰﾉｶary"gosZo"z""Ｌｃｏ７ｃ/αZ""z

inamphibiansandreptilescollectedfromToyonakaandKyotocity
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Table2MeasurementsinmmofmetacercariacomparingwiththosebyWallace
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（Ｗ）

Pharynx（Ｌ）
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０
０
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０
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０
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０
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Table３Ｎｕｍｂｅｒofwormsrecoveredatautopsy，andprepatentperiod

Totalｎｏ・of

lnetacercarlae

given

Experimenta］
ｈｏｓｔ

Prepatent
period（days）

Ｎｏ．ｏｆｗｏｒｍｓ

ｒｅｃｏｖｅｒｅｄ
Ｄａｙｓａｆｔｅｒｉｎｆｅｃｔｉｏｎ

ｔｏａｕｔｏｐｓｙ

Ａｄｕｌｔｃａｔ ２１
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６０
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２３

10 4５

２
１
２
３
４
１
２
３

3４ nｏｔｅｘａｍｉｎｅｄ
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Ｑ
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ｎ
ｏ
呵
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ひ
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Table4Comparlsonofmeasurments（ｍ、）ｏｆＩ〕ﾉ、ﾉﾂ"gosto"J""LCCﾉｰ`α21(｝〃

withthosedescribedbyotherauthorｓ

Pｒｅｓｅｎｔａｕｔｈｏｒ ＯｔｈｅＴａｌＪｔｈｏＴｓ

Ｎｏ．ｏｆＭｉｎ・Ｍａｘ，Aver．Ciurea

examined（1922）

Wallace

(1937）

ＫｉｆｕｎｅｅｚａＬＭａｃｈｉｄａ

（1967）（1970）

ＫｏｎｄｏＧ／αZ．

（1974）

Adult

Body （Ｌ）

（Ｗ）

Oralsucker（Ｌ）

（Ｗ）

Pharynx （Ｌ）

（Ｗ）

Acetabulum（Ｌ）

（Ｗ）

Holdfastorgan(Ｌ）

（Ｗ）

Ｅｇｇ

（Ｌ）

（Ｗ）

、
〃
〃
〃
〃
〃
２
〃
皿
〃

１．７０２．３１２．０３２．６０－３．８２

１．０８１．６０１．３０１．５８－１．９８

０．０７９０．１６３０．１１５０．１９

０．０７９０．２０４０．１６１

０．１３２０．１７１０.１５９０．２１－０．２３

０．１３２０．１７１０．１５５０．２１－０．２２

０．０５３０．０６５０．０５９０．０６６

０．０４６０．０５９０．０５２

０．８０１．１３０．９８０．９９－１．３２

０．７９１．１３０．９７１．１５－１．７８

１．３７－２．２６

０．７９－１．５７

0.061-0.095

0.081-0.138

0.105-0.137

０．１０９－０．１５５

０．０６

１．４２－１．９２１．４８－２．２３

１．０１－１．２１０．７８－１．１８

０．０７０－０．０８１０．０９１－０．１４１

０．１０－０．１３０．０８２－０．１０８

０．１２－０．１４０．１０９－０．１３４

０．１４－０．１５０．１０５－０．１４９

0.033-0.0480.027-0.041

0.033-0.0480.036-0.045

０．５５－０．５９

０．６５－０．８３

1．２１

１．０５

０１００

０．１２０

０．１２０

０．１２５

０．０４１

０．０３９

０．６１－１．１９

０．６４－１－１７

０．１０１０．１２００．１１１０．１１８－０．１３２０.092-0.1160.104-0.1210.106-0.1320.102-0.124

0.0620.0680.0640.074-0.0880.060－０．０６８０．０７０－０．０８９0.060-0.0910.063-0.073

２０

〃

ともに示した．すなわち著者の得た成虫は，体長平均

2.03ｍｍ，体幅1.30ｍｍで後部は円錐形をしている．体

の前部には，大きなholdfastorgan(tribocyticorgan）

が逆ハート形をなし腹面の陥没部のほとんど全体を占め

ている．口吸盤の縦横径の平均は0.115×0.161ｍｍ，咽

頭のそれは0.159×0.155ｍｍで筋肉質である．腸管は明

らかに後端に達せず盲管である．腹吸盤は縦横平均

0.059×0.052ｍｍであるが，holdfastorganに隠れて

いるために固定標本のこの部を切除して観察した．睾丸

はholdfastorganの後方に位置し，左右１個ずつ認め

られる．生殖門は後端に大きく開口している．虫卵の縦

壁を縁取りするかのように見られる膜状物が観察され

た．

２）動物感染実験と成虫の形態

ｍｃの投与数，prepatentperiod，回収虫体数等の詳

細はＴａｂｌｅ３に示した．すなわち，成猫２頭中２頭，

仔猫４頭中２頭，仔犬３頭中１頭に感染が成立した．し

かし仔犬では排卵をみたにとどまり虫体の回収は出来な

かった．

上記の動物を剖検して回収した成虫の顕微鏡写真は

Fig.７に示し，虫卵はＦｉｇ．６に示した．これら成虫

及び虫卵の計測値はＴａｂｌｅ４に他の研究者のデータと

1３
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；

ExplanationofFigures

MetacercariainconnectlvetissueofRaﾉｚａ７ｚｚｇγo"zacwZaZa，Ｆｉｇ．２Ｆｉｇ．１MetacercariainconnectlvetissueｏｆＲａﾉｚａ７ｚｚｇγo"zacwZaZa，Ｆｉｇ．２Metacercariawithout

staining、Figs、３，４，５Metacercarlaestainedwithacetoorceln、Ｆｉｇ．６ＥｇｇｌｎｓｔｏｏＬＦｉｇ，７

Ｖｅｎｔｒａｌｖｉｅｗｏｆａｄｕｌｔ研α7ｺ"gos/oﾉ"ｗ"ノｃｏ７－`α/z"〃stainedwithhematoxylin．

（１４）
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横径は平均0.111×0.064ｍｍで黄褐色,卵殻表面に亀甲

状紋理がみられ，一端には小蓋がある．

考察

今回の研究によりＥ/iα”"goSZom""ｚｃｏＭａＺ(`"』の

metacercariaは両生類（蛙）の筋肉並びに筋間結合織

に被嚢していることが確認された．このことは,Wallace

がおこなったＰ/ｍｙ"goSZo,"""ｚｃｏ７ａａｒ",〃の生活史に

関する実験報告（第２中間宿主の研究）を裏付けるもの

である．このｍｃの形態はWallaceの論文で示された

図によく似ているが，今回著者が示した（Fig.５）膜状

に縁取りされた段階のｍｃは哺乳類の体内でのみみられ

るとWallaceは述べているが著者は少数ではあるが

Ｒａ"α属の筋肉内においても見出した．

Ｔａｂｌｅｌに示したように，Ｒａ"α属に寄生したこの吸

虫のｍｃの感染率には，明確な地域差がみられた．この

ことは第１中間宿主の棲息場所と密接な関係があるもの

と考えられるので今後更に調査を続けたいと考えてい

る．爬虫類についての調査も同様である．今回の調査で

寄生が確認されたＲａ"α〃igro"zac"ｍｒａ，Ｒ､breufPo`α

は，本吸虫の中間宿主としては未記載のものである．

今回の実験から，成猫，仔猫はこの吸虫の好適な宿主

であることが判明した．

ｍｃ及び成虫の計測値において他の研究者との間に若

干の差違がみられたが，Yamaguti(1958）の分類基準に

合致するものと考え，Ｅﾉｶα、ﾉ"gUSZollz""ｚｃｏ７ａａＺｚ`''ｚと

同定した．
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結 論

わが国におけるＰﾉｶα、ﾉ"gosZo””ＣＯγαα、,,zの第２

中間宿主として３種の両生類すなわちＲａ'zα〃igγo"zα‐

C"ルオα,Ｒ、６γeu秒CCZα，R7wgoSaが確認された．この

うちＲα"α〃igγｏｍａｃ"んZα及びＲ・breuiPoaaの２種

は新しい中間宿主である．次に仔猫，成猫は共に本種吸

虫の好適な終宿主である．
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: Abstract
J

STUDY ON THE LIFE HISTORY OF PHARYNGOSTOMUM

CORDATUM (DIESING, 1850)

I. THE SECOND INTERMEDIATE HOST IN JAPAN AND EXPERIMENTAL

INFECTION TO THE FINAL HOST

Hiroshi KURIMOTO

{Department of Medical Zoology, Kyoto Prefectural University of Medicine)

Although the presence of Pharyngostomum cordatum was recently ascertained in Japan by

Kifune et al. (1967), Machida (1970) and Kondo et al. (1974) the life history of this trematode

has been remained unknown.

In order to determine the second intermediate host of this trematode in Japan some kind

of amphibians and reptiles from Osaka and Kyoto prefectures were examined for metacercaria

of this trematode. As the result, the metacercariae were found in the muscle and the connec

tive tissues of hind legs of the following flogs captured in Osaka Prefecture : Rana nigroma-

culatay R. brevipoda and jR. rugosa (Table 1). Among them the former two species are new

intermediate host of P. cordatum.

An experimental oral infection of two adult cats, four kittens and three puppies with

known number of metacercariae was performed. Of those animals, two adult cats, two kittens

and one puppy began to expel ova in their feces 28 to 34 days after infection (Table 3). At

autopsy many adult worms were found in the upper small intestine of those animals.

The results of morphological study and measurements on the metacercaria and the adult

worm were shown in Tables 2, 4 and Figures 1 to 7 comparing with those reported by other

authors.
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